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ニ
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八

五

割
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四

四
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四

三
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七

三 

1

三

ニ

四 

ニ

三 

ニ
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六 

五 

四
'
三

.
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-

ニ
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'
:
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七
，
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|

I.

I

B

、

J

九

〇

四

年
 

1

九

一

四

¥

'

七
,

，刀

中

.

八
.力

八

日 

间

二

十

九

n 

九

月

十

二 

22 

同

三

十

H 

十
月
三
十
.日 

十

二

;]
一
 

H 

.

厂
九 

一

aL
‘
 

i

月

」

P

 

ニ-
刀

一  

C
：

三
力
：

一

H

 

四
.

刀

〗

■

.日
 

五
刀
：

一

H

 

，..
六
月
一

 

'

日
；

M

$
 

C

一
 
〇
.四
三)

勞
働
漭
家

ft
に
於
け
る

#

迦
食
料

t

ゝ

I

衆
族
0
一
 
週

間

食

料

贤

.j

九

|

四
年
七
^
|:
對
マ
る
咐
加
雜 

ニ
ニ
志
六
片 

I

ニ
五 

-‘ 

ニ
九

ニ

七

九

ニ

七

九

.

ニ

八

H.

二

八
三

.

二
九
，.

H

ニ

九

九
 

三
o

九

H

1
六
ノ 

: 

‘
 

» 

.

三

一

六

三
二 

. 

•

H
三

九

欧
洲
戦
爭
•と
英S

龄
働
锻
の
狀
勝

■

害
-

分
.

1—*• •~-

1

九
へ 

1
J

H

U

六 

ニ

六
 

ニ 
."八 

三

玉

第
八
號

七



H 九

欧

洲

戰

も

英

國

敷

.働
潴
の
狀
態

蒙

號

.

A

三 三 三  

七 六 3E

第

十

想
.

2

Q

W

G
論
'

説

七
：-

#

--
*
.
. 

M
. 

’

八
月

,

r

 

H

 

九
力

' 

一' 

U

 

.

備
考
右

.

は
千
九

#

叫
牟
商
務
院
が

1

家
族

--
.

週
，間
の

.

食
料
費
を
計
算
し
て
、

.

.二
十

1
1

忠
六
片
と
し

? :

る
t

の
か
藤
礎
と 

し
、其

铉

の

物

似
！:
依

ズ

算

出

し

れ

る
ガ
リ
。而

し

て
ia

務
院

I t

一
家
族
二

0
0
の
所
得

か
三
十
六
志
十
片
と
し

、
^

働
潸 

は
食
料

.

の
爲
め
！

2

典
六
割

一
分
か
投
す
る
と
と

-

か
計
算
し
れ
リ
と
雛
も
、一
方

L
L

英
國
肚
丁
妙
働
遨

•

週
問
の
所
得
は

平
均
ニ
十

7 £
.

志
九
片
以
下
に
居
ス

'

こ
と
か
記
脇
せ
ざ
る
可
か
ら
す
。

 

"

,■ 

• 

■

:

c

、

一

九
}四年三

; ]

、ー 

九
一
五
年

3

月
幷
に
！九
一
五
年
六
力
各

j

 

H

U

於
け
る

賢
ル
コ
"

h

餐

H

易
へ
全
國
八
十
都
會
の
代
價
4>

平
月
し
?:

る
も
！2
し
て
、
_
趣
一
.

演

^r 

r
" 

4
 

_
f

ネ

接

I
は
四
时
度
の
代
傾
な
る
が
、
他

は

一

封

度

の

代

愤

な

リ

}

中 麵
鹽 鮮

ヤm

一
九
一
'
四
年
三
月
I 

n
- 

五
片
^I

I

志
三
片
富 

i

三 五

.

■ 

A

緊
 

■

1

一

九1

五
年
三
刀
.一
日
、
 

七
片
寧

1
志
四
片
ズ 

f
三

%
 

. 

五
‘
^

1

〇

^

i

お
V l

I

•

 
.

 

.

.

.

.

 

.

.

.

.

. 

-

 

.

 

- 

.
.
.
.
.
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•-
.
 

-
.
-
.
.
.
-

一
九
一
五

¥ .

六
ガ
ー

=
:

八
片
-1
2
:
1

1

志
五

一

四

%

•

五

洛

.

1
1

名 

‘

.i 

1

1

諸

般

貨

物

.の

代

價

殊
 

'に

#
.
働

者

，
の

生

.•洁

'に
： .

必
翁
：.の
：關
.
.係
；ぁ
る
，«

物

0

:代
 

貴

し

た

る 

こ

へ

ヒ_

の

如

き
*

合
に
、*

府
、は
®

;
し

ボ

，
如

何

な

，
る

い

處

ま

f

 

働
：者

社
#

:
に
.
於
て 

笫
.:|
-
*溏

(

一
〇
四
$

論

說

' 

歐
親
爭
と
英
響
働
者
.の
狀
踏
. 

0
A
0
, 

'
.
九



|. 

.

.第

十

骽，
c.1

o

p
'c
論

說

掀

观

戰

^
^
英

國

勞

働

者.-
^

狀

滕

m
..A
號 

ー
0

-

は
、政
府
は
袷
も

_

:
戰
..裳
初

^

:

行
並
化
：引

'受
業
者
救
濟

'0

:̂ネ

§.
-
 

. 

. 

.

I. 

' 

,

,

.

如〜

、物
價

'
に
對

t

 H

も
必

♦
:
:或「

る
調

.節
：策
を
霄

,

る.に
鐵

一
 

之
を

®.
.實
に
微
す
る
に
、八

.月
初
週
政
府
は
物
價
の
恐

«

的
騰
貴

.
を
抑
刺
す
る
爲
め
、最
高
價
制 

.
 

限
策
を
施
し
れ
る
の
外
、全
然
何
等
の
計

®

を
試
み
ず
、其
後
代
價
騰
貴
：の
勢
力
の
依
然
れ
る
も 

| 

■ 

の
あ

.る
や
、ァ
ス
キ
ス
氏
は

®

に
六
月
を
待
つ
可
し
ど
：言

.ひ
、只
管
勞
働
者
の
自
重
を
要
請
す

る
 

j 

• 

に
止
ま
へ
而
し
て
チ

> 
九
胃
十
五
年
六
月
に
於
て
は
、繳
に
炭
亂
積
出
當
時
本
於
け
る
，衣
炭
價
格 

I
:

 

科
限
を
同
的
ミ

.
す
る
炭
價
法
案
を
議
龠
に
提
出
し
れ
る
の
み
。

I.: 

政
府
の
物
偾
調
節
策
の
緩
怠

.を
極
む
る
こ

i

斯
の
如
き

*
場
合
に
は
勞
働
者
た
る
も
の

0

衛 

|

 

の
必
耍
上
、成
る
處

®

を
講
せ
ざ
る
可
か
ら
ず
。蓋
し

A

月
七
日
勞
働
黨
の
黨
.務
委
員
は
委
員
長

ダ

ブ

リ

ユ

ー
、
シ
I

、ァ
ン
ダ

ー

.
ジ
ン
並
に
、斡
事
ァ

ー

ナ
ー
、へ

y
ダ

ー'

ソ
ン
の
爾
氏
の
名
義
を
以 

f
'

'

て
廣
く
所
屬
諸
圈
體
に
.通
牒

を

發
.じ
、八
月
五
日
並
に
六

〕

日

の
勞

«

霉
會

_

に
於
て
、事
變
勞
働 

.

漭
國
民
委

M'

會
の
組

.
織
せ
ら
れ
れ
る
こ
ぐ
を
公
に
し
た
る
が
、同
委
員
會
は
直
に

®

々
の
.綱
領 

.
 

を
傭
宠
し
、物
惯
間
題
に
就
て
は
、第
二
內
國
產
食
糧
の
供
給
を
獎
雜
し
、全
國
玫
に
關
係
ぁ
る
產

物
の
運
賃

.に
大
な
る
低
減
を
加
へ
、第

-

最
高
價
格
の

.
限
定
難
に

.
食
糧
供
：給

.ぶ
對
す
る

It

督
に

依
6

、格

‘外
な
る
偾
格
に
對
し
て
國

K

を
.倨
餘
す
る

‘
0

/ーニ
_
.馈
.條v

を
：議
：決

.

.し
ft
.
.り
。開
戰

.の

當

，初

物
 

價

の
,

^

す

る

や

、世

人
.
は
其
'
騰

廣

す

る

-i
t

每

に

、之
：を
#

高
®

價
，格

智

る
' 

可
一
じ.
i

し
、近
き
.將
來 

に
必
す

31
低
落
を
；

*

す

可

：き
'
こ
年
を

*

.
想
し
て
、商
ら
，慰

.

.

む
：：

る

の

爾

な

尤

し

乾

物

價

勝

貴

は

千 

ブ
W

1

-
五
'年
に
入
り
て
、毫
も
其
勢
を
興
め
ざ
る
を
以
て
、斯
る
豫
想
の
架

.空
な
る
こ
と
苗
ら
：明 

陈
ど
爲

>

9
代
偾

.

の
低
落

〉

を
.期
す

’る
の
連

®

漸
，
ぐ
.熾
烈

'と
爲
り
、千
九

'
W

十
五
，
.年
.一 
'
 

月 

一j;
十
一
日
、
 

勞
働

m

委
員
會
：は
當

.時
0

榖
價
騰
貴
が

.；
主

；
.
•
ど

 

〃•し
て
.：：運
，賨

の

上

進

に

®

く

こ

ど

を

說

明

し

た

る 

激

ダ

を

|夕
に
.
し
»r
"

に

海

運

'業
^

の

利

寄

，を
代
表
す
る
フ
シ
.

H
.
1
ナ■

ル
、オ
‘グ
、
コ

ム

マ
I

フ
ス」

が
前 

十

j

月

I. 

|
_十

七

日

の

紙

：上
，に

於

て「

今

や

英
_

，の

海

蓮

業

者
•は

好

機

會

に
.

®

し

た
i

。國

家

の

保 

譴

に

侬

て

，從

來

運

質

斧

低

落

せ
t

、め
た
.
今
*

,
逸

の

商

船

が

海

上

ょ

り
.j

掃

せ
&

れ

れ

る

今
H
 

は
7
火
國
は
儿
界
の
ー
海
^

業
^
に

何

等

の

競
^

者
.を

，：
見

：
ざ
.る
：可
し」

く
論
：じ
て
、當

業
*

に
.
運

賃

：̂

引 

±

を

慫

慂
:L
fc
:
'
.る
.
.--
-
*節

を

朝

妙

し

，：て
、玫
，黎

を

加

へ

、續

ひ

て

石

炭

の
®

格
に
就
て
も
、%
主
殊
に 

小
.賣
商

A

が
®

g

の
狀
態
を
利
用
し
て
、暴
利
を
貪

b
 

0 
、

あ
る

.

.

M
J

 

を
.指
摘
し
、大
英
坑
夫
聯
合 

龠
タ

«

ス.へマ
ィ

"

I

成
め
如

‘f
.

は
.明
ヒ

「

嫁
,

.
に：：：
1

て
康
價
を 

け
し

A

つ
1

て
.：の
超
诞
利

.益

多

收

靖

す

，.る
.

0
凑

を
_

令

ん

：か
.、坑

著

ゆ
^

^

第t

ぇ

c

l
o
s
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.論

，說

V
儆
掛
戦
爭
と
英
.國
努
働
#
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態
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論
' 

零
歐
洲
戰
爭
と

^

i

.

i
§

p

こ 

0

$

r

一

請
.せ
ざ

る
と
ビ

•」

を
說

'き

て

、

炭
：價
の

.：制
限

.

.に
：傅

：て
、勞

働

：

不

安
®

，狀

藤

を

：_
;
和
す
る

.
0

最
；

良
；：

策

な
.

る

所
以
を
論
じ

 
H
I
l
e

 

I
n
d
u
s
t
r
i
a
l

 

s
i
t
u
w
t
i
o
c
u

名

5
.
)

結
局

-r
.

月

u

十
け
a

日
物

'
‘
■

調
節
：.策

:̂
'
し
て

、w

の

讀
.方
：」

案
を
發
表
し
た
り
。

(
一 .

)

政
府
は
石
炭
の
最
高
：價
を
公

' 
定
'す
可
し
。

,

(

ニ)

各
筒

.の'
#
道
會

It

並
.に
商
：人
に
屬

.
す

る

鐵

.道

貨

車

は

總

て

之
‘
を
.統
一
一
一
し
、最

も

完

全

な 

る
'
程
度
_
に

於

て
^

濟

的

に

使

用
.
せ

ら

る

、.可
し
。

：
..

(

三)

.

政
府
監
督
の
下
に

.居
..

る
海
運
業
の
運
®
を
決
定
ず
る
，に
當
，
政
府
は
筒
人
船
主
の
謙 

す
る
荷
重

.
の
，
運

食‘
を
擦

•準
と
せ
ず
、疋
常
の
運
食
：率
を
以
て
、之
：を
律
す
可
く
、此
點

k

就
て 

吾
人
は

〗

般
海
運
業
に
對
す
る
公

.
共

監

督

の

必

要

：を

再

言

す

可

し

。

(

四)

敗
'
府
«

石

炭

の

供

給

を

收

用

し

、地

方

：自

治
ft

又
.
は
消
費
組
：合
を
通
：じ
て
#
家
庭
の
消 

费
に
分
配
す
可
し

•

.

.

(

五)

是
等
の
間
題
を
處
理

す

る

爲
め
、各
產
業
中
心
.地
に
於

て

、

地
方

#

議
を
組
織
す
可
し
。

右
決
議

.
の
第
五
條
に
據
か
、千
九
百
十

3£
宇

一一
，
月

十

倉

：：日
，
地

方

#

.
議

0

駔

織

ぜ

：
ら

：
る

，
、

に

先

必
，s

品
.の

〃

代

偾

が

近.來

奢

し

，く
)if
..貴
.し
，だ
.る
は
，、戰

爭

の

經

濟
'
的

影
#

.

.
と
す

可
.か

ら

ず

：、
寧

ろ_
 

資

の

，貯

藏i

運
輸
機

_

の

木

：
足

，

y
i

に
.基
く
も

.の
に
し
て
、隨
て
本
院
：は
政
府
が
此

'
不
法

^.
る
代 

價
騰
貴

.を
抑
，御
す
る

■爲
.め
、海

.陸

.運

輸

機

關

を

刺

用

し

て

、，最
'高
價

«

の
.
下
に
、市
場
に
必
要
な
る 

供
給
を
爲
し

.

.又
人
，
.爲
.的
芻
用
に
左

.右
せ
ら
る
、
貨
物

.：.を
支

_

す

る

，の

必

要

を

認

む」
ビ
言
へ
る 

決

議
.案

を

提

出

し

た

：り
。ァ

ス

キ

ス
.
氏
が
前

.記

.六
：月
を

#

つ
.
.可
し
と

'
言

；へ
る
'
は
，.此

決

議

案

の

'
議 

事
中
に

.
し
で
、此
言
れ
る
鉍
偷

-自
6

勞
.働
.不

安

の

狀

嫌
.を
刺
：戟
し
ね
る

.
の
.觀
な
き

.能
は

t

即
ち 

勞

儆

黨

は

：
政

府

の#/
"
爲
げ

對
b

.
て
*
•
な

る

：不

平

を

懷
.き
、全

國

の

地

；方

會
_

は「

本
會
議
は
政
府 

力

食
物
並
に
燃
料
の

ft

價
暴
騰
に
對
し
一
て
、有
效
な
る

It

畫
を

講

V

T
る
こ
と
を
拒

S

し
た
る
に 

就
て

.大

.
な
‘る
失
：望

V
J
.

不
快
を
感
す
る
も
の
な
り
。下
院
は
宜
し
く

.政
府
を
し
て
生
活
必
®
品
の 

代
.價
•
暴
應
が

#

擎

階

：
級

に

：
截

，
へ

：
.
づ

 

>
 

ぁ

る

負

擔

：を
：‘除

却

：す
'
:る
：爲
7
め
.
に
、曩
に

r

勞

慟

霉

萎
'.扉
#
.
の 

發

表

し

た

る

五

筒

操

め
#

偾

調

節

桊

を
»

行

せ

し

め

、首

相
0

‘聲

晉
t

:
枝

る

.無

爲

の

方

針

に

代 

ら

し

む

讨

き

こS

を
.

決

：議

し

、
三

月

十

1

1

B

:

食

物

並

：に

燃

：料

代

：價

の
_

爐

に

：：關

：し
、寮

實

勞

.働
潜 

國

民

委
--
M

會

舞
&

,

中

心

せ

、爲b

' T
i t

.

.敦

.

^

_

民

俞
_

を

召

集

，し_

讀

貨

物

.

代

：賈
.

に
'就 

.

て
、左

の

如

き

決

議

を#

表

：じ

た

办

。

..

身
~

'

1
. 

. 

.

.

C

1

0

Rソ)
_

論

說
..

.

.
'歐̂

戦
爭
と.

^

^

幾̂

^

の
：狀
盤
 

：
第.

八

號

-

H

-



蓮
i:

I
I
i

笫

十

怨
2
〇
：九0)

論
、
m

r

欧
洲
f

と
英
國
勢
働
若
の
狀
態’
 

筇
八
號
.

1
M

;A
’：：
ビ

，
'
ぶ

' 

‘ 

，
 

.

:
{

.
1

)

.
\;
::
:/
1
>
摩

代

：，價

：
低
^

ぁ

#

玲

ド
 

.丨

才

ネ̂

在

り

。
隨

女‘政

难

は

：
多

數.の

船
.舶

を
1

#

し

、
運

パ

塚

擄

：

.
1
:を

：以

そ

、
直.接
.
に

ゲ
^̂
^̂
^̂ 

‘

ン
' 

-
. 
'
，
チ

シ

、
加.奈
.傅
其

他
： .

の
地
：方
：

小
：褻
，弩
輸
羧
す

：
.
^
^
^

士 I)，

.

.政
：府
，は
：露

猶

迪

：其

她

の
.供
.‘输

を

：.收

：泠

.

る
，
可

か

ら
承
-

' 

:..
>
,.
;

*

ノ 

;■ 

.

. ノ，

' 
ベ
.

.

.

•
:

■:

ベ
：
 

' 

:

. 

'
-
:

ベ

’

(

三

)

：：政

.

府

« -

、公
：正

な

る

、
«

價

：を

以

て

、英

國
.

內
：
.

に
.

現
茯
す

‘

る
小

‘

麥
を

«

收
す
可

.

.し

。

(

四)
:

政

府

は
''
'
-の
：代
；表
#
.員
.書

を

：組
»
.し
.勞
..働

者

：0
:利

輋

を代
：：

表
：す
，：
る

者

をも

之

に

加

へ
‘

.

内
國
供
給

：

の
小
麥

S

し
：て

支

挪

：ぅ

代

價

を

、決
：定

す

可

：く
、：

p

入

小

麥

の

，運

賃

は

..雄

價

を
 

,

,

.

.

決

：定

す

る
.

際

に
.

算

入

せ

ず

、©

し

て

き

雨

産

#

は
.

外

國

輸

A

小

麥

の

賣
'

價
■

は
.

一：「

ク

オ
.

1

タ

' 

:

1
Jに
..：
付.き」

四
+

志
：以

.下

と

：し
‘
爲

め

に

生

中

る

損

失

は

"國

庫
”に

於

；て
ft
'
擔
す
可
レ

。

，
'

S

)
〕

'政
府
は
千

九

1 !

.
ナ

五

ギ

度0
:收
：瞒

を

助
'* :
せ

し.む
.；

る
i

 

■

、之
：を

質
.收

し

、®

員

會

の 

.
'
.決
..定
.

(

す
る

代

極

u

以
て
；賣

：■■却
す

可

し

0
ン 

,
,
. 

'

六)

、：：右
：代
懷
へ
の
决'韋

ビ

際
_し
、-|
|

1
努

：働
：者
：に
；
適

當：®
: 

る

こ

ビ

を

考

摄
t

可

.

5

パ
政
.

府

は

ボ

麥

：.以

外

^ ;

常

料

- -

に
^

^

ン
を
.

も

撒

督

す

可

.
し

。

一
■'
-

-

;
 

: 

'
■'
•

•

r

 

. 

.•

っ
, *
:

:

V

.

,

.

.

.

.

.

«

炭

.

代

價

「

;-
:

.

.

. 

;

.

' .
-

-

.

, 

’
 

.

’.

前

記

l

i -
J

l

r

十
’

八

R

の
.

決

^
.
第

■
1.
«

.

乃
‘

.

.織

蹲

項
<

同

：
ー：
東

る

、を

、.以

て

：略

す
*

I
 

, 

- 

L 

X 

, 

ン
.
.
.
•
.
-
■ 

. 

.
:

-:
- 

' 

.
:

. 

'

(

一)

.

地

方

良

治
.

體

把
#

者
‘

に
1 :
-

七
‘

本

龠

攀

だ

與

席

；し
'

れ
：
-

る

者

は

其

所

燏

府

翁

會

：を
；し
.

で
：政 

.

:

府

に

如
±

0

* :

策
^

» '

行
，す

，る

こ

ビ.

を
«

锻
^

レ

む
.

：，
可

：
し

。
パ.

.

.

{

一
一)

政

府

が
'

如

上

方
.

策

の

實

行

を

拒
#

し

'
た
る
.；場

合
'

に
.
.ば

、#

l

m

t f
T

院
.

に
.

於
f

其

實

行

{

三

)

"

本
★

議

の

決

_

»

:

は

客

地

：方

：会

職

.H

輟

合

、摩

業

磁

：合

本

支

■

ん 

'
.方

隹

出

、の
«

*

を
4

て
，其
*

辞

に

，努

身

せ
t

め
い一

务

ば

#

變

勞

働

：潘
I

民
：委

員
#

'ぶ

珠

大

_

以
.
.下
_

大

(

择

に

し

對
.

す
.

る

酿

踣

委

貞
>

砮

» .

織

す

可

し

”
\

，
 

f
:
'

以

i

を

以
.

て

勞
#

*

0 -

物

惯

間

題

に

對

す

る

運

_動

は

一
段

落

を
‘

吿げ、

政府が如なる

^

 

笫

ナ

怨

(

一
〇
5

〕

^

 

^

歐

洲

戦

爭

と

英

雰

働

容

狀

態
 

笫
八
號_

一
 

五



1

fl

In
F

I

ン

第

屮

溜(
i
G
^
U
)

：

論

'」

就
：
歐洲

.馨
と

英

國

勞

働
#
の
.耿
態 

へ

樂

八

號

，

k

ハ 

度

ま

ノ

で

铖

等 

t
 

^
 

^

0
 

0

f

.

p

, 

月 
^

旬

下

餘

咚
.於

、'て
.

#
■

.

黛
_

M

^ '
.
.ァ

ー

シ

..メ

幷

へ

じ

广

 

9

兩

氏

':が

此

問

題

に

就

て

施
 

務

院

龠

鳥

着

ぢ

質
_

を
播
丨
>
.前

者
^

「

勞

修

箸
.の

溱

許

：费

は

)

^

^

み
.計

算

す

，る
も
、今
；や
.
^
;割
；乃
：
.至
■

辨

五

：；分

资

.呈：：

し
バ
？

驊

府

は

：.其
、

•被
.：

傭

者

が
m

i

-0 

'
勢

力

に

®
ゼ

、自

象
：
.の”，主
張
を
貴
#

(

せ
ん
ー
す
る
場
合
の
：外、賃
銀
を
增
進
す
る
例
を
示
し
れ 

る
こ

w

な
.し
.

」

ど

ム

ぞ

ひ

ぃ

ァ

ジ

ギ

ー

タ

.
ン
'
氏

に

至
0
 

T
 

の 

救
^

策

を
a

て
、實

右

に
'値

(

せ
ざ
：る

も

の

、と
：亭

め
#

#

供
铪
の

.
法
：則
に
一
旺
す
る
の
意
見
を
懷 

く

'も
の
，：な

♦

以

上

ば
#

働

.者

亦

右

炭
#

:
に

穀

。
物

ー

商

入

％

爲

し

：
，つ
：
、

.ぁ

，る

：
i

:
同

：.じ〜

、勞

.

.働
力

.
の 

1

部
を
市
場
ょ
々
撤
去
し
、勞
働
に
對
す
る

.
代
價
を
高
か
ら
し
む
る
を

#

策

v

す
可
し
。然
も
政 

府
に
し
て
救
濟
策
を

#

ず
.る
場
合

.
に
は
、勞
働
者

#

.斯

.る
手
段

.
：に
訴
ふ
る
を
要
せ
す

」

と

云
ひ
れ 

る
が
如
き
、

即
ち
勞
働
著
に
斷
乎
た
る
決
窣
の
.存
す
る
と
を
明
に
し
て
、以
て 

政

府

..の

急

速

免

る

赋

決

を

促

し

た

る

も

の
S

認
む
可
し
。或
は
勞
働
者

0

1
(

家
族
に
就
て
見
れ 

ば

、
戰

爭〕

の
.‘爲

め
.に
、
家

_

全«
'
の
；
所.
得
.
.の
.增
加
し
た
，

.な

事

情
.'•な
し

.
ど
：.せ
.ず

藍

し

，開

：

.戰
_以

‘來

多

く

の
エ
場
に
於
て
は
、超

A

時
間
の
勞
働
行
は

.
れ
、之
に
對
し
て
超
過
賃
銀
支
拂
は
れ
、政
府
は
家
提

.
:

. 

.

.
-

.*

. 

く
：
卜

'.

'

;

.

 

.

.

. 

,
- 

. 

. 

.
• 

.

:,
.

.

.

:

.

.

.

.

.

の
出
征
し

t£

る
爾
族
に

’
#

し

て

、贺

守

手

當

金

：'を
‘
交
附
じ
、熟
練
勞
働
者

.
不
足
の
爲
め
に
、從
來
相 

當

の

貨

銀

を

，以
て
.、職
：業

に

就

く

を
#

ざ
v

:

b
女

：子
、不

熟

練

勞

修

者
^

#
'

不

能

溝

の

.ぎ

き

も

亦
 

或
る

"
高
の
赁
龈
を
收
得
す
る

.

.に
至
れ

.
る
が
如

‘

、明

囊

.
事
實
に
じ
て
、斯
く
て
社
會
の
一
部
に 

箇
人
の
謂
銀
ょ
々
は
寧
ろ

.
'家
：族
の
貨
银
に
依
て
，

一；
時

g

繁

昌

を

：呈

す

る
R

至
れ
る
の
舰
ぁ
り 

i

雖
も
、假
に
斯
る
狀
態
が

®

時
を
通

：

じ
、
^

戰
後
に
亘
ら
士
繼
纘
せ

’
ん

か

：、
職

.
エ

組

合

の

主

義

は
 

打
破
せ
ら
れ
.、家
長
た

る

壯
丁
勞
働
者
の
貨
銀
、の
低
落
し
た
る
缺
陷
を
全
家
族
の
勞
働
に
依
.て 

補
足
せ
'ざ
る
可
か
ら
ざ
る
こ
ビ

 

>

爲
る
可
く
、斯
の
如
き
は
社
會
生
活
の
完
全
を
期
す

る
所

以 

に
.
非
ず
。斯
，る

j

部

の

事

相
.：を

促

へ

て

、#

働
渚
の

0

足
を
貝
は
ん
ビ
す
る
が
如
き
、思
は
ざ
る
の 

甚
.た
し
き
も
の
な

6

。即
ち
開
戰
務
時
を
經

.シ
1̂
_

ひ
、世
上

0^

へ物
|
|
.ロ
：に

盛

に

し

て

、部
も 

一
ロ

ノ
 

■ 

•

を
'緩
ぅ
せ
ん
か
，、勞
«
者
亂
會
の
安
寧
亦
之
ぞ
保

.つ

亦&

ら
ざ
る
の

)

狀
を
示

1;
來
れ

‘
る

を

以

て

、 

政
府
も
漸
く
一

 

般
の
部
動
に
制

'せ
ら

'
.れ
.之

に
.應
ず
る

.目
的
を
以

，
、̂

先
づ
石

炭

價

格

問

題

調
赍
 

の

爲

办

に

、委

員

、會

を

組

織

.し

た

り

。此

委

M.
會

K
■，は
、勞

働

黨
0:
:下

院

議

員

ダ

年\
/

 

\

1

ク
ス 

氏

委

員

の1
:

人

<!
•,
爲

れ

る

が

、
四

月

上

旬

發

表

.じ
;̂
る

'.

報
街
を
見
，る
に
、炭
價
騰
貴
の
原
因
に
就 

て
^
遨
く
勞
働

»

:̂
周

1

の
»

見
を

'修
き

_

で
.其
，
調

節

の

爲

：
^ '

に
、在

,の
輪
策
を
主
張
し
た
り
。

站

十

怨

0

0
五
三〕

論

就

歐

洲

戦

印

と
i

呢
働
f

狀
態 

第

八

號

一

セ



第

十

怨

(• ：
〇

五
四)

論

m

欧
洲
戦
爭
と
英
國
勢
働
港
の
狀
態
 

第
八
铖 

I
A

•
;

委

員

：會
ば
；石

爽

所

：有

教

屮

採

炭

高
0:
'

硤
少

•
を
.理
山
ミ
し
て

'
.當
初
契
約
し
把

>
®

炭

の

受

.漉 

高
を
減
縮
し
た
る
者
あ

.る

.
こ
と
を
知
れ
ゎ

©
斯
る

'
處
置
か
果
し
て

#

^

な
り
や
不

2

や
、將
た
.又 

寶
價
を
引
上
げ
て
、所
定
の
苏
炭
を
引
渡
す
こ
ビ
の
合
法
な
：

&

や
不
t-
l

や
疑
問
の
#
す
る
も
の 

な

き

能

，は
t

o
殊
に
今
，日
の
狀
況
を
以
て

0
0
せ
ん
か
：、次
期
の
冬
季
に
於
け
る
石
炭
供
給
は 

1

馏
の
雛
問
題

1:

し
て
、之
に
處
す
る
に
は
、左
の
方
策
を
以
て
せ
ざ
る
可
か
ら
ず
。

. 

(

ニ
'
咁
立
詉
國
に
對
す
る
輸
出
の

1

時
的
制
限
。 

、

.

(

ニ)

偷
敦
府

廳

雄

に
其
他
 

'の
地
方
圓
體
を
し
て

K

季
の
間
偷
敦
又
は
其
附
近
に
於
け
る
家 

庭
用
苏
炭
の

.貯
藏
高
を
質
收
せ
し
め
、冬
季
に
’於
て
簿
資
の
消
费
者
に
之
を
賣
却
せ
し
む 

る
方
法
。

(

三)

現
時

'
石
炭
殊
に
骸
炭
遝
送
に
使
用
せ
ら
る
、
汽
船
：の
運
賃
低
減
。

(

四)

補
獲
審
檢
所
の
決
定
を
經
た
る
敵
國
船
.舶
の
石
炭
運
送
に
於
け
る

利
用
。 

'

(

五)

以
上

.の
方
策

'に
依
て
、你
ほ
石
炭
の
代
價
の
適
當
な
る
程
度
ま
で
低
落
せ
ざ

る
場
合
に
、
 

戰
爭
繼
續
中
政
府
を
し
て
採
炭
に
監
督
を
施
さ

.
し
む
る
方
法
。

'
:

右
の
決
議
が
公
に
ぜ

&

れ
て
後
、政

府

は

尙

ほ

三

@

月

を

空

费

じ

、千

九

西

十

五

年

七

月

に

至

一，：
.

/:
.
:
'
: 

知.
-
.
‘，：

'■. 

■
 

■
 
■.
 

- 

.

.

. :

p

て
*

く
，炭
價
制
限
に
關
す
：

'
る
法
律

.案
を
議
會

.，に
；提

出

し

、同
；月

下

句

法
#

の

公

，布

を
見

る

を
 

得
れ
り
。同
法
は
.數
箇
條
ょ
り
成
る

ど

雖
も
要
す
る
に

{ r
)

出
坑
當
時
：に
於
け

る

炭

價

を

制

限

し

、
 

千

九

：百

十

四

年

六

月

三

十

日

に

終

，る

一

年

間

の

相

會

期
日

に
於
け
る
與
價
に
對
し
て
ニ
噸
に 

付
き
四
志
以
內
の
價

te
-
を
.
加
、重
し
た
る
も
の
を
以
：て
、標
準
價
格
し
炭

/
®
'を
之
に
據
ら
し
め

、
' 

(

ニ)

商
務
院
は
適
宜

一

噸
に

.
付

き

四

志

を

限

度

，ビ

し
.
て
、加
.重
す
可
き
價
格
を

.決
定
し

(

三)

斯
く
決 

定
せ
ら
れ
た
る
憤
格
と
異
な
れ
る
代
僧
を
以
て
、石
炭
を
販
寶
し
た
る
考
に
は
嚴
節
を
加
ふ
る 

の
手
段
■に
依
て
、炭
傻
を
制
限
せ
ん

i

し
た
、る
も
の

V
 

P
O

故
に
開
戰
以
來
二
年
間
勞
働
者
祉
會
の
爲
し
た
る
所
を
約
言
す
れ

■
ば
、或
は
決
議
を
公
に
し

#: 

は
物
價

0

.
暴
騰
を
惹
：麟
せ
る
：商
人
の
不
正
手
段
を
攻
擊

.し
、或
，は
政
治
的
勢
力
に
依
て
、自
家
の 

茅
益
を
保
識
せ
ん

.
'ビ
す
る
に
止

^

り
、而

.
し

て

是

等

、の

主

張

ゆ

多

く

政

府

の

容
.
る

、
所

爲

ら
 

ず
、物

價

は
®

貴
し

、
®

銀
は
停
®
的
狀
態
に
居
り
、金
融
海
運
鐵
道
の
諸
事
業
者
は

-織
く
.政
府
の 

保
誕
に
浴
す
る
に

' 

拘
.は
&

ず
、勞
働
者
は
獨
ぅ
然
る
：も
の

6

る
：能
は
ず
»
の
如
ぐ
し
て
勞
働
潜 

社
#

の
戰
時
を

.®

じ
て
、
^

靜■

の
狀

1

に
.居

6'
, j

毛
を

*

m

ず

：る
，は

難

き

を
.他

に

强

，ゆ
.
る

の
«
 

を

免

：か
'
れ
.ず
。蓋

し

勞

働

潜
.に
.，し
て
、產

業

上

の

：休

®

を
1宣

言

；し
、從
0
.
0
者
に
，：對抗
し

.
て
致
し

ft

贫

サ

卷

(
1
0

五

S
 

0 

E

歐
洲
■

と
货
國
势
働
S

狀
態 
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擎
锻
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l
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.諭

.

說
欧
洲

f

と
英
闕
勢
働
浙
の
狀
態 

笫
八
就 

一；

9

|

 

V 

:

冬
、
粟
.求
.：を
#

礙

す

象

堡

夜、其
.
.®

®

;に
：_

|
〔 

可
.
き
0'

意
®

の
^:

し
：れ
：る
-
こ
：1;
:

を
：稱

ぅ

可

が
.

6
ず

戚

豸
^

I 

. 

ぐ 

•

|

 

の
ハ
勢
に.

1

任

し

、爾

時

が

變

、.動
仁
释
つ
で
、

*

加
す
る

.利
益
.ば
冬

 

ざ
る
，も
：

.の
ど

.

_■ 

; 

t

れ
.
ば
是
れ
，
.
熒
_

潜

を

，し.
て
，：
私_入

企

：槳

：
の
.
攀
虐

‘
に
.；屈
锻
：
.せ
レ

#

_ 

f
c
. 

0 

^
 

i

0 
a

^

 

.

T 

^
 

^
 

b
 

^
 

^

^

t

. 

れ
た 

l

i

る
.^ '
'

之 
^

 

0

 ̂

y

.
る
可
か

.ら
ざ

.
る
' 

な
ぅ
。

.

;

I 

I
I

.'
■' 

'

•

.
 

■ 

■

1-
'
'•

千
九
.

西

十

.

四
年

0
:
.末
.ょ
'

.̂
:

.千
九
耳
十
五

.年
の
始
に

'
至
..る

間

、英
國
勞
働
著
社
會
に
起
れ
る
ニ 

.'

. 

馋
の
變
調
は
物
赝
勝
貴
せ
熟
練
勞
働
漭

0

缺
-
乏
と
に
し
て
、爾
潜
は
政
府
の
調
：節
策
®
し
き
を 

,

.

. 

得
ざ
る

'
爲
め

.：に

»

趣
を
更
め

>

、後
者

.
亦
軍

»

晶
に
對
す

.る
需

_

兵
鼻

«

充
の
必
耍

-

に
»

く

，

を
以
て
戰
淨
の

.
進
行
：と
共
に
其
勢
を
.加
ベ
ん

£

.

し
、斯
く
て
開
戦
會
時
に
維

#

せ
ら
れ
た
•る摩 

■ 

業
'上
の
調
和
は

'
全
く

*

敗
.す
‘

に
'
至

，
れ

り

。
物

價

：
の
.騰

.貴

に
 

|

 

. 

、

や

、
自
&

勞

働

考
0

問

に
.
賃
.
銀

增

進
.
の

,

求
^

致

す

に

率

れ.名「

は
'自

然

：
，
：
の

：
數

.に

.し
'
:て
、彼
：等
は 

■•
•

,

轉
爭
前
に
於
け
る
せ
同
：

一
:

程

度

：の

貨

鈒

を
.
收

得

.せ

ん

ぞ

レ

パ.
.
. 

,
.-

-.
':.:.

 

- 

- 

\ 

:■ 

-. 

. 

' 

. 

, 

- 

- 

.

.

.
' 

...

■
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^
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K

i

^

l

i

l

l

l

i

p

l

l

t

l

i

l

K

l

i

l

i

i

i

i

i

l

^

i

^

i

i

i

i

i

l

l

l

i

l

i

l

l

l

i

i

l

l

i

l

N

^

i

i

i

l

w

l

i

i

i

l

i

^

^

し
て
.
所

謂

寧

業

上

の

休
«

_
の
，宣

吿

せ

ら
'
る
：、
以

讀

に

於

で

、或
：：は
.少

な

く

丨

ビ

も

政

府

の

伸

裁

委

,

員
，曾

仔

，命
以
前
に
一
於
て
、此
，點

に

相

當

，の
' 
注
.
意
を

.
致
し
；た
ら
ん

.に
'
は
、後
！
=
1
の，紛
«
の
如
き
之
を

敗
け
得
た
ち
し
ゃ
も
、未
だ
，知
る
可
か

‘

t'
、It
,當
時
斯
る
注
意
の
間
却
せ
：&
れ
た
る
を
遺
慽
ビ 

す
る
の
み

*

、
開

戰

，
狻

勞
«

器
®:

會
に

.太
な
る
變
動
を
及

.ぼ
し

.
た
.
る

K

0

艱
情
は
：
_

練

；
勞

働:«
の

缺

乏

に
 

し
て
、政
，府
ょ
り
廣
大
な
る

'
事
業
を
請
負
ひ
れ
る

.
當
業
，考
は
約

.度
の

-
時
，期

R

仕
事

.
を
•完
了
す

る 

の
^

嬰
ト
；熟
練

'
勞
働
者
を
灌
傭
す
る
に
忙
は
し
く
勞
働
潘
亦

' 

プ
：の
：

_

に

就

き

な

が

ら

他

の 

s

 

R

求
め
ら
る
れ
ば
之

k

移
ぅ

.
爲
め
に

.

體
の
社
事
に
へ

.於
け
る
進

f

妨
ぐ
る
に
至
れ
り
。
 

r

し
て
此
點

.に

就

て

政

府

に

責

任

：の
：負
：ぅ

可

き

、ぁ

の

心

る

は

一

般

の
：：

認

め

た

る

所

な

夂

€

し 

熟
«

參

«

考
の
'
不

足

は

牛

九

苗

十

四
.
年
.十

1'.

月
.

の
：：

前

後

に

：#

た
：る 

が
闕
戰
後
觀
備
月
間
；偶
タ
內
國
勞
働

.市
®

に
'
於
て
、朱

.業
*

を
#

じ
；失
，業

_考
.の
.西
分

.率

ギ

十

、
ー
一 

乃
’承
.
十
;[
:

の
.
間

、
を

往

來..す

/^

や

、
政
：
.府

，
は.；其

教

濟

；：策

に
.
沒
.贿

し
.て
、他
|を
.頸
み
：る
，に

遑

ぁ

ら

，ず
ハ
總 

ィ

^

y

M

-l
>

ft

、
：
る

者

ぁ

れ
^

某
不
熟
ハ
練
勞
#

.

*
择

る

ど

、熱

線

勞
« .

‘考

に〕

レ

て

、近

き

將

來

に

於
て 

内

轉
@

生

產
.土
1:

大
な
ー
な
用
寧
办
#

:
文
る
.
者
.允

，
：
る
；：名

を

：博

 

て

兵
.、役

；に

.

.

‘ i

八雄：

ご.
，
ニ

 

,
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ニ
ニ

I

 

^

ス

.

称

炉

，し

め

.

.た
：ん

此

點

：

に

.於
て

、敗

府

&

多

.少

先

聋

命

I

'

.;

不
足

'
0
.程
度
を
減

〗

縮
す
る
を
得
：

^

る
や

.論
へ
を
俟
れ
ず
。̂

如
.
a

r̂ g
^

 

場
合
に 

I

 

‘

^

て
は
、傭

*

は
：婦
人
に
訓
練
を
加
：へ
て
、之
を

I

筒
の
熟
練
勞
働
者
れ
ら
し
め
ん
と
し
^
れ
と 

I

 

も
，"
其
J

間
の
短

'
か
き
に

•
對
.
し
.
て
、勞
働
潘
を
需
要
す
る
の
勢

^

な
る
を
以
て
®
功
を
收
む
る
を 

I
V
:

: 

得
.ず
>
又
仕
事
の
閑

.
暇
な
る
方
面

.ょ
b

、其
繁
忙
な
る
方
而
に
婦
人
勞
；働
考
を
移

さ

ん
.
と
し
^
れ 

I

:-:
'

ど
も
如
る
轉
換
に
も
自
ら
制
限
の

^

す
る
も
の

'ぁ
b

て
、充
分
に

0

的
を
達
す
る
能
は
ず
。现
に 

s
' 

當
時
國
立
勞
働
取
引
所
に
就
職
希

a

の
登

#

を
^

し
れ
る
か
人

!0

數
は
八

^

ナ
す
人
の
多
き 

I. 

に
上
れ
办

€
 

_

も
、熟

«

を
要
す
る
仕
事

■
に
就
く
を

#

ベ

き

遨

の

數

の

四

千

_七

亩

五

十

に

止

ま 

.

吖
る
が
如
き
、此
般
の
事
情
を
示
■す
の

一

«

料
に
充
つ
る
に

_

か
ら
ず
。

»

人
を
以
て
、熟
練
勞
働 

者
を
補
充
せ
ん

V
J

す
る
が
如
き
、事
實
に
於
そ

*

行
に

.
困
難
の

事
情

..：

ぁ

る

を

知

る

，に
、條

り

ぁ
b
 

.

,:

す
可
き
な
り
。

^

旣

1:

其
原
因
の
如
何
は
姑
く
之
を
問
は
ず
、熟
練
勞
働 

1?

の
下
足
せ
る
事
實
は
現
實
に
世
間
に
暴
露
し

.
來
り
て
、之
：を

'掩
ぅ
可
か
ら
ず
。熟
練
勞
働
著
の 

一
.

.

,

不
足
斯
の
如

0

爲
ら
ん
か

’
勞
働

#

議
.
を
惹
起
す
の
原
因

€

爲

る

具

に

、機
槭

H

業
に
於
け
る 

;

磷
エ

^

合
や
制
限
的
輝
約
は
世
間
の

’見
て
以
て
：不
便

.と

す

，
る

所

ヒ

爲..る
は
.
勿

論

に

、し
て
、千
'九
：

ft
T

*
デ
.
年
.
ニ、月
八
日
陸
軍
次
官
は
始
め
て
此
問
題
；

'̂

接
'觸
し

¥

.
畴
'
に
於
：，て職
：エ
組
合
指

«

«* 

に
^

つ
て
制
限
的
規
約
を
廢
棄
し
、全
國
の
勞
働
力
を
統

】

す
る
の
必
要
を
勸
說
す
る
ど
共
に
、
 

政
府
亦
之
に
弗
だ
つ
四

a

即

ち

.ニ

月

八

日

を

以

て
*

槭
.エ
業
並
に
造
船
業
生
產
委
員
梦
な
る

も
の
を
組
織
し
て
、サ

I

ジ
I

ァ
ス
ク

ク

年
ス
、ナ

I

エ
フ
•ホ

ッ

ブ

ゥー

ド
、サ
I

ジ
I

ギ
ッ
ブ
の
三

氏
を
委
員
に
任
命
し

「

斯
業
の
傭
*
並
に
勞
働

'
者
を

.：代

'
表
す
、る
潸
ヒ
會
商
し
、是
等
の
事
業
に
於 

て
政
府
の
註
文
を
受
け
た
る
場
合
に
、其
生
產
上
の

‘

能
力

^

擧
げ
て
、時

.周
の
必
要
に
應
せ
し

. 

む
る

.
を
#

.
る
最
善
の
方
法
を
攻
究

.報
吿
す
る
の
任
務

」

を
：負

'
は

し

め

、之
：ど
.相
.
前
後
し
て

r

ク
ラ
ィ 

ドj

造
船
所
に
同

f

業
の
起
る
に
及
ん
で
、產
業
；

i*
.

の
.
不
安
记
對
す
る
問
題
は
國
民
の

J®
裡
に 

大
な

.る

印

象

を

；與

へ

た

り

。
 

,

前
述
の
如
く
歐
洲
戰
淨

：

の
破
裂
以
來
、戰
爭
の
結
粜

i

し
て
、英
國
勞
：働
者

.社
：會
の
生
®
狀
態 

攪
亂
，せ
ら
れ
、物
偾
鄉
り
騰
貴
し
て
、賃
銀
の
上

.
進
之
に
伴
は
ず
、其

»

.
傭

0
_
.锻

減

し

た

：る

以

ヒ

は 

努
•

栽

が
_

r

的
運
動
に
侬
て
傭
者
に
勞
働
條
件
の

'
改
薺
を

.
求
む
る
は
、赏
然
の
勢
に
し
て
、

«
 

改#
0

’.

實
现
せ
ら
れ
ざ

.
る
，場

合

に

、»

诹

擺

業

：に
.|»
.
ふ
；る
：も
：亦

合

，理

的

處
.置
^

る
：を
失
は 

に
；國

家
.
が
.：外

G

事
®:

の
？

も
の
ぁ
る
の

.
故
：を
铁
て
、勞
働

*

が：
0:
,
家
の
會
然
；ま
張

.
す
'可
0

«

が.T-

泡

(

一Q
五九〕

.
論

^

歐
洲
票
と
炎
國
努
働
S

狀
滕 

邻
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ボ
ン
チ
プ
リ
少
ド
附
近
に
於
て
坑
夫
一
.モ

/v
十
四
名
飛
業
す 

ロ
.シ
ダ
、ヴ
ァ
レ
ー
に
於
て
坑
尖
一
千
盆
莨
3
十
八
名
淄
業
す 

、
ダー

リ
ゾ
ト
ゾ
に
於
て
機
槭
エ
三
西
名
淄
業
す 

ォ

ー

•ダ

ム

に

於

ズ

縮
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四
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萬
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梳

エ

淄

業

ア

.

貨 贫

龈 戴

開

戰

ビ

共

に

著

し

く

減

少

し

た

る

勞

働

，爭

議
.
が
其
後
數
箇
：月
を
經
て
、千
九
苗
十
五
年
に
入

る
i

共
に
、漸
次
僧
顧
し
、所
謂
產
業
上
の
休

®

狀
態
の
全

■

破
*

せ
ら
れ
れ
る
は
、婴
す
る
に
政

府
幷
に
俯

*

.
が

戰
#

前
に
於
け
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應
ず
る
勞
働
報
酬
の
增
加
を
主

張
す
る
に
至
れ
る
結
果
に
し
て
、而
し
て
勞
働
者
：は
其
目
的
を
達
す

'る
に
大
な
る
困
難
に
接

■
す

,

6

を
免
が
れ
ざ
り
ぎ
。即
ち

.千
九

」

百
十
四
年
八
月
以
後
數
箇
月
間
に
於
て
は
、各
曝
業
を
通
じ
て

貴
銀
に
大
な
る
增
加

'
の
行
は
れ
た
，る
も
の
甚
，だ
少
な
，く

‘、尋
に
偸
敦

.バ
I

ミ
ン
ガ
ム

•
リ
グ
ァ
！

ブ

.
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械
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受
く
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を
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：
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械
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滎
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な
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す
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械
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、右
の
决
定
，を

'通
吿
し
、翌
年

.一
月
十
三

d

の
貨 

銀
支
拂
當
日
ょ
り
、之
を
實
行
す
る

と

を
^

め
た

b

。元
來
機
械
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問
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た
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潘
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#
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賃
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銀

.
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率

軟
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に
對
し
、

^-

傭

者

は

之

を

容

れ

ず

、マー.
月
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一
.
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を

以

て

中

央

協

議

會

を

，開

會

す

る
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、
^

れ
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:
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斯
く
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#
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'
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.
る
の
間
、諸
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場
枝
於
て
勞
働
者
は
：戰
.時
の
仕
事
に
關
す
る
超 

過
時
問

.0

勞
»,

を
：廢
：棄
し
、重
要
な
る
ェ
場
に

-し
，て：斯

'
る
狀

'
態
：に
ぺ
陷
れ
名
も
.の
.十
五
の
多
き
に
上 

り
、傭
者
組
合
は
之
を
以
て
仕
事
の
部
分
的
停
廢

£

認
む
：る
こ

.
i

の「

寄
前
を

«

«

ェ
組
合

R

送 

5

,
て
、勞
働
者
に
饗
吿
を

g

み
た
れ
ど
も
、何
等
の
效

*

を
‘奏
す
る
能
は
ず
、ニ：月
十
ニ
日
の
中
央 

協
議
會
に
於

.
て
、兩
當
事
者
間
に
今
後
六
懷
月

'又
は
，戰

#

の
.
繼
續
中
、

1

時

間

に

付

き

四

‘分
の
三 

片
の
賃
銀
增
率
を
行
ふ
の
協
議
成
立
し
れ

'れ
ど
も
、機
槭

H

組

合

は
^

を
承
認
せ
ず
、こ
月
十
六 

P

以
來
ク

.
ラ
ィ
ド
所

®

諸
ェ
場
に
於
け
る
機
槭
ェ
は

tt

事
を
放

_

.
し
' 

で
自
山
行
動
を
取
り

、
#

 

働
廢
棄
ホ
央
駿
督
委
員
會

」
(central 

W
ithd

raw
al 

of L
a
b
o
r

 

C
O
I
A
r
o
I

 c
o
m
m
i
t
t
e
e
)

な
る
も
の
を
組
織 

し
、傭
漭
幷
に
政
府
は
今
後
機
械
工
組
合
委
員
匸
協
議
を
爲

' 
さ
ず
、
®

,
接
に
此
蒌
員
會
ヾ

」

協
議
せ 

ざ
る
可
炽
ら
ざ
る
こ
ビ
を
聲
明
し
、組
合
委
員

.が
政
府

0.

膨
迫
ぼ
依
で

‘
眞
'
實
の
代
表
漭
れ
る

®
 

格
を
喪
失
し
れ
る
こ
ビ
を

#

_

す
る
に
至
れ

b

。
 

'
. 

■ 

■.

: 

-

a
丨プ
.
に
#

す

^
八
千
九
首
ニ
十
七
の
多
數
，を
以
て
、否
決
せ
ら
る

V

や
政
府
も
亦
事
：態
を
座
視 

す

る
能
は

t

i1

月

'：
'
十
六

日
辦

« ?

劣

i
_

l

"
影
M

長
サ

t

ジ

丨

チ—

ぐ
ァ
'
ス

ク

ク

キ

ス

よ

次 

府
の
命
を
率
じ
て
、傭
奢
勞
働
奢
の
雙
方
に

.書
面
を
送

b

r

•
斯
る
，
紛

擬

の

爲

め

に

、海

陸

軍

に

於
 

て
塒
に
需
要
す
る
軍
器
の
製
造
の
頻
挫
し
て
、國
民

(

の
要
求
に
背
麵
す
る
の
事
情
を
評
へ
、三
月 

一
H
を
以
て
復
業

.す
る
こ

ビ

を
求
め
、復
業
の
後
に
於
て
、雙
方
の
代
表
考
を
生
逄
委
員
會
に
召 

集
し
、仲
裁

.々

¥
.に
付
す
可
き
こ
と
論
じ
、

r

勞
働
廢
粢
中
央
盤
督
委
員
會

」

も
亦
之
に
從
ひ
、ァ
ス
ク 

ク
年
ス

.
氏
の
示
し
た
る
期
日
よ
ち
後

.る
、
こ
ど
三
日
即
ち
三
月
四
日
を

.
以
て
復
業
し
た
り
。而 

し
て
三
月
六
日
以
來
生
產
委
員
會
は
伸
裁
條

#

に
就
て
審
議
し
、結
局
三
月
ニ
十
四

H

を
以
て
、
 

，
時
間
賃
銀
に
就
て
は
ニ
時
間
に
付
き
一
片
又
は
一
週
間
に
付

.
き
四
志
の

_

八
口
を
以
て
、出
來
高 

賃
銀
に
就

.
て
は
、
_
1
割

の

增

率

を

行

ひ

、ニ
月
一
一
十
.一

一

日

以

後

の

，
賃

銀

支

拂

：
日

：よ

ぅ

之

を

實

行

し

* 

且
つ

*

の
賃
鈒
增
率
は
戰
時
賃
銀
ビ
認
め
戰
爭
に
伴
ぅ
異
常
の
狀
'態
の
繼
續
す
る
間
を
限
り
、
 

效
カ
を
^
せ
し

む
る
の

決
定

を
公
に

し
た

り
。故
に

勞
働
者

は
其
0

求
し

‘
た
る
程
度
ま
で
賃
銀 

を
、增
進
す

る

‘'の

目
的
を
達
す
る
を

#
;ず
，實
際
に
行
は
れ
た

.る
賃
銀

.增
'率

0
程
度
を
以
て
し
て 

,

.
は
犯
の
地
方
に
行
は
る
、
货
鈒
率
ビ
平
準
を
保
つ
能
は
す
、又
坐
活
费
の
增
加
を
惯
ぅ
に
兄
ら

站
十
卷

(

一〇七一

)

論

m 

!

戦爭と英

I

働
f

狀
II
M

八
^

て
.
ニ

月

二1

十

四

：
！
！
.屮

也

；
協

：
議

會

，
の

：
決

：
奪

M

 

於

，
て

、
八15
|

ニ

N

l

l

y

N

l

y

y

H

站

十

卷

(

一
〇
七
一)

諭

說



笫

十

怨
(

.
1
0七
ニ.)

.

.
論
.
.

.

說
-

繁
馨
と
英
國
焭
働
遨
0

狀

態

X

第
八
.

號
三
六 

ざ
る
は
、明

_

の
.
事
實
に
し

V
、

勞
倾
者
が
：妥

f

的
精
：神

.

.を
以
て
、問
題

)

の
*

決
；：

に

#

"

し

れる

の跡
 

を認むるに難からざる
なり。
.

一

 

:

:

>

0 

\ 

:

:

職
工

a

合
の
所
謂
制
限
的
政
策
な

' 

る
も
の
：は
、職
ェ
組
合
加
入
資

.格
の

fI
J

R

、不
熟
練
蒋
の
徘 

S

組
合
勞
働
卷

e

同
一
場
所
に
於

.け
る
勞
働
の
拒
絕
、勞
働
時
間
の
制
限
、超
過
時
間
勞
働
に 

對
す
る
制
限
等

«

々
.
の
事
項
に
關
聯
し
、職
ェ
組
合
の
侧
ょ
り
言
，ふ

i

き
は
、是
等
の
諸
點
は

M
 

合
^

立
の

‘
%

本
義
ど
し
て
、

®

も
重
き
を

®

く
所
な

p 

V
J

離
.
も
、資
本
家
は
^
る
带
限
的
政
笕
の 

7

は
る

.
、
を
蓄
ば
す
、機
曾
に
乘
じ
て
、之
を
打
破
す
る
の
意
圖
を
懷
き
れ
る
の
趣
あ
り
。今
冏
の 

®

戰
に
臨
ん
で
、機
槭
ェ
燊
に
於
け
る
熟
練
勞
攀
者
の

'
供
給
に
不
犀
を
生
ず
る
や
、傭
者
紐
合
は 

職
後
を
期
し
て
、戰
前
の
狀
態

.に
®

す
る
こ
；

V
J、

勞
働
者
に
は
標
準
賃
銀
を
支
挪
ふ
こ

i

の
ニ
絛 

件
を
以
て
、制
限
的
政
策
の

.
撤
囘
を
求
め
、千
九
西
十
四
年
十
二
月
十
七
日

.
其
.意
を
機
械
工
組
合 

に
致
し
れ
り

。n

 

!

ル
氏
の
：說
明
す
る
所
に
據
れ
ば

'
傭
者
齓
合
は
豫
，め
制
限
的
政
策
例
べ
ば
非 

組
合
員
の
拒
絕
、仕
事
の

.
種
類
劃
定
、超
過
時
間
の
制
限
等
に
就
て

#

働
»
が
平
生
の
主
張
を
放 

を
要
求
し
、之
を
放

.棄
し
た
る
後
に
、兩
索
栩
食
合
す

'
る
の
意
を
示
し
た

b

1

云
ふ
。

{

T

f
 p. 

1
6
9
.

3

斯

の

，如

き

は

傭

者

に

絕

對

的

自

由

を

與

へ

、勞
.
働
着
の
利
害
を
し

.
て
、其
自
曲
の 

下
に
历
服
せ
し
め
ん
ビ

.

.す
る
も
の
に
し
て
、産
業
上
の
民
主

&

治
を
打

破

し
、資
本
家
奪
制
の
舊 

昤
代
を

®

現
せ
し
め
ん
ビ
す
る
の
結
果
な
き
能
は
ず
。世
間
勞
働
者
を
以
て
、勞
働

^

0

の
主
動 

^f
f

こ

.^
Z

然
も
專

1 ;

に
於
て
資
本
.家
か
續
議
を
誘
致
し
た
る
の
跡
甚
だ
顯
著
な
る
も
の 

あ
る
は
、到
成
之
を
否
定
す
可
か
ら

-

t

右
の
交
渉
に
對
し
て
、勞
働
漭
は

(

第
一

)

如
上
の
提
議
.たる 

#

々
僦
者
澍
合
に

®

す
る

#}

者
の
爲
し
た
る
も
の
に

し

て

，組

合
外
の
傭
溝
を
拘
束
せ
ず
ご 

A

洛
の

#

H

組
合
に
對

■
す
る
處
置
を

©

*

な
ら
し
む
る

ビ

き
は
、戦
货
終
熄
後
、̂
^
に
就
け
る 

機
械
工
の
除
隊

W

炎
に
、熟
練
襟
働
著
の
過
剩
を

.
來
し
、如
何
な
る
保

®
■

の

存

す

る

に

拘

は

、ら
ず
、
 

賃
銀
を
低
落
せ
し
め
、典
他
の
勞
働
條

#

を
不

A

な
ら
し
む
る
に
至
る
の
ニ
點
を
論
據

i

し
て
、
 

之
を
溶
れ
す
數
囘
の
協
議
を

1C

ね
て

^

涉
の
成
立
を
期
す
る
能

^-
ざ

り

き
。機
槭
エ
組
合
の
反 

0

0

據
十
、第
ニ
の
點
は
事
將
來
に
屬
し

®

時
に
於
て
其
當
否
を
斷
定
す

.
'る
に
雛
き
も
の

6

$
 

ビ
»

も
、第

I

の
點
は
之
を

■
;!
£

當
ふ
せ
ざ
る
可
が
ら
ず
。蓋
し
傭
舞
組
合
に
屬
せ
ざ
る
傭
者
の
機 

槭

H

業
經
營
索
中
に
花
り
て
、斯

.る
傭
者

.が
戰
爭
後
鍵
に
行
は
れ
た
る
勞
働
條
件
を
復
興
せ

ざ 

る
と
き
は
紐
合
に

腐
す

る
傭
者

亦

紐
合

外
に

於
て
支

i拂
は
る

V

質
鈒

.の

.低
廉
な
る
こ
ビ
に
促 

第
*

r
^

(

 

i

〇七
3
.

) 

'論

說

、

欧洲戦̂
と英國袋働者の狀態

 

第
'八
號
‘

三
七

,



第十卷

‘

2

〇七四

)

.

論
肌
軟
洲
戦
爭
と
英
阈
努
働
ボ
の
狀
態

 

谘八钺
 

三
八

.

さ
れ
、種
々
の
ロ
實
を
設
け

'
で
、
«

«

を
低
落
せ

.

.じ

.
め
.
ん
と
し
、第

|

1

0
事
犄
等
相
重
な

P

て、機
械 

H

を
し
て
愛
國

#

な
る
美
名
の
下
に
、

_

往
數
十
，年
間
の
努
为
に
依
て
類
め
#
た
る
效
果
を
喪 

失
す
る
に
至

•
ら

-L

む
れ
ば
な
ぅ
。斯
く
て
交
渉
の
成
立
せ
ざ
る
間
千
九

®

十
五
年
二
月
四

0

前 

記
生
產
婺
員
會
の
組
織
發
表
せ
，ら
れ
れ
る

次

第
な
る
が
、同

®

.
員
會
が

.
其
報
告
を
世
上
に
公
'に
 

す
る
に
先
だ
ち
、陸

®

次
官
一
グ
ン
ナ
ン
ト
氏

'は
旣
に
下
院
に
於
て
、勞

'
働
m

議
員
に
向
つ
て
、制
限 

的
政
策
の
掀
去
を
求
む
る
の
演
說
を
爲
し
た
办
。然
も
氏
•は
勞
働
者
が
斯
る
制
限
の
.撤
去
に
依 

て
如
何
な
る
影
響
を
蒙
る
や
、虹
影
響
に
對
し
て
、如
何
な

.
る
方
法
を
以
て
、政
府
は
勞
働
考
の
利 

益
を
保
識
せ
ん

S

す
る
や
、將
れ
又
制
限
の
撤
去
に
依
て
、資
本
家
の
收
め
ん

.V
J

す

る

過

剩

.利
益 

に
對
し
て
ば
如
.何
な
る
處

®

を
講
せ
ん
ビ
す
る
や

、
®

等
當
面
の
間
題
に
就
て
何
等
の
意
見
を 

示

さ

、
り
し
を
以
て
、勞
働
黨
議
員
は
陸
軍
當
局
遨
は

|«

局
に
於
け
る
勞
働
間
題
の
實
情
を

as 

解
せ
ず
、資

-
本
家
の
傀
儡

V
J

爲
ぅ
、勞
働
者
に
讓
步
を
求
む
る
も
の

V
J

し
て
、之

に

痛

_

を

加

へ

、却 

て
勞
働
者
の
政
府

#

に
資
本
家
に
對
す
る
感
情
を
刺
戟
し
た
■な
一
方
に
、こ
月
十
八
日
ァ
ー
ム
 

ス
ト
ロ
ン
グ

•
ホ
イ
ッ
ト
；ソ
ー
ス
會
社
の
ェ

\

ス
ク
ヰ
ッ
ク

X

場
に
於
て

.
職
1

は
會
社
か
&
合

^

s

:, 

'に

協

議

せ

，す

し.
.て、不
熟
練
勞

:«
者
を
雇

.入
れ
た
る
舊
實
：に
就
て

.會
社
に
杭

_

し
、同
盟
罷
業
決

^̂
 ̂. 

. 

*

■
:

;

'
 

,

•

行
の
勢
を
余
し
た
る
爲
め
、結
局
兩
考
の

11
1
]に
；姿

協

成

立

：
ん
、會»

は
遂
：に

(

1)

如
何
な

’る
勞
働

'寧

•

.1

を
ft

入
る
、
も
當
該
地
方
に
行
は
る
、
貨
龈
を
支
拂
ふ

.
こ
と

2

)

職
エ
組
合
は
新
に

s

\

れ
&

れ
た
る
勞
働

#

の
仕
.̂
振
を
ま
■
す
る
こ
ビ
、言
傭
者
は
斯
る
勞
働

著

の

名

簿

を

備

ぅ
る

こ
と
、

二
丨
 

(

四)

斯
る
勞
働
漭
は
戰

#

の
終
熄

$

共
に
、解
屜
せ
ら
る
可
く
、傭
者
は
其
姓
名
を
傭
孝
組
合
に
通

知
し
、
組
合

所
馬
の

傭

著
を
し
て
彼
等
を

®

傭
せ

し

め
ざ
る

こ
£

;(

五)

今
後

新
に

不
熟
錄
勞
働

*

を

て

§,
#*

を
要
す
る
，妇
導
に
就
ヵ
し
め
す
疑

&

ぁ
る
場
命
に
は
、總
て
職
工
紐
合

.
に
^

f&
す 

) 

.

る
こ
、匕
の
骼
們
を
承
認
し
れ
り
。是
等
の
諸
條
件
は

.
1擧

1

2
職
エ
龃
合
に
侬
て
提
出
せ
ら
れ
た

.

.

る
に

#

ず
、輯
合
は
逐
次
其

|

部
分
を
提

.出
し
て
、傭
者
に
迫
％
結
局
全
部
の
承
認
を
已
む
を
得 

I

 

ざ
る
に
至

^

し

め

た

る

も

の

に

し

て

、
アー

ム：

ス「

ト
、

今
グ
：
の

如

き

大

H

場
に
於
て
、#
働
者
が 

一
 

多
く
の
私

.度
ま
で
自
家
の
主
張
を
貢
微
し
た
る
は
、今
後
の
對
資
：本
家
交
渉
に
大
な
る
影
響
を 

,

‘ 

及
ぼ
し
た
る
こ
ビ
論
を
俟
た
ず

。
.

•

次
ひ
*で

タ

ー
ラ
ム
の

ク
へ

,

ジ
ン
グ
ト

，
\
製

鋼H

場

.に
於
で
、工
場
主
が

ft
耳
義
避
雛
民
を 

.

M

入
る
、
や
、職
工
は
之
を
以
て

.
不
熟
練
勞
働
著
に
與
ふ
る

.

^

熟
：鑛
を
樊
す
ト
往
事
を
以
.て
す 

る
も

0
_な
り
ど
し

.、之

を

理

出

，ぇ

む

て_同

盟

罷

業
.を

企

て

、白

國_避

雛

民

授

職

委

員

搔

サ1
，
チ
,

.

.
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ネストスッチ

は
エ

場
、王

ヾ
し
S

議
の
上
、避
難

R

0
就
職
を
廢

It
'

し
.
て
、爭
議
を
解

.
決
し
、
又

ナ
ン 

ド

パ

ッ
チ
に
於
け
る
機
槭
エ
同
盟
罷
業
忙
於
て
、地
方
救
助
委

_員
會
.垆
白
國
避
難
民
を
し
て
依 

然
仕
事
に
當
ら
し
む
る
や
、ハ

ッ

チ

氏
は
罷
業
者
に
有
利
な
る
處
置

'
^
:出
：
で
、避
.難

民

の

就

業

を 

禁
止
し
れ

^N。

蓋
し

英
國
政
府
は
千
九

fB

十
四
年
十
月
以
來
サ
ー

•
ア

ー
ネ
ス

X

ッ
チ
も

委
員 

長
と
す

'
：る
，

0
1

國
避
雛

K

救
助
委
員
會
を
組
織
し
、彼
等
に
授
職
の
便
を
課
れ
り

V
J

雖

を、

一
方
に 

自
國
勞
働
著
の
賃
銀
率
に
不
利
の
影
響
を
及
ぼ
さ

く

る

0
制
限

.を
設
け
ね
る
を

0
て
、
此
制
限 

を
遵
守

し
、
又
之
を
厲
行
す
る

以
上
は
、
ハ

ッ
チ
氏
の

如

き

虞

置
：に
出

づ

る
は
，當
然
の
勢
ミ

す

可 

く
、必

す

し
.も

之

を

以

て

英

國
の
勞

働

潘

が

自
我
の
極

.に
陷

b

て
d

國
の
民
を
虐
遇
す
る
も
の 

i

認
む
可
か
ら
ざ
る
な
り
。

斯
の
如
く
勞
慟
者
祉
會
の
風
雲
！！
か
な
ら
す
、勞
働
者
は
動
，も
す
れ
ば
同
盟
罷
業

1 :
依

て
、
#
 

溝
に
當
ら
ん
と
す
る
の
際
、生
產
娄
員
會
は

 

一J

月
十
.六

ロ
、同

r I

十

m

幷
に
三
月
四

H

を
以
て
、前 

後
三
囘
の
報
吿
を
發
表
し
、今
後
の
勞
働
問
題
を
解
決
，

.

し
®

時
勞
働
の
效
果
を
大
な
ら
し
む
.可 

き
.

方
策
を
案
出
し
た

b
.
0
0
ち
第
.

一
囘
の
報
告
に
於

.

で
は
、®
員
會
は
勞
働
者
が
時
問
を
破
守
す

I

め
'
ft

念

に

乏

し

く

、爲
め

同
：
:
-
.場
所
は
於
て
同

1
,

種
類
の
仕
事
に
從

可

き

勞

働

者

の

\

部
分

が

疋
確
な
る
時
間
に
其
場
所
に
着
ぐ
も
、他
の
一
部
分
の
、來
ら
ざ

.

.る
爲
め
、仕
事
を
開
始
す 

る

能

は
す
、
爲

め
に
時
間
を

喪
失
す
る
の

弊
«

を
指
摘

'し
て
、
#

*

幷
.
に
被

'
傭
溝
の
注
意
を
求
め
、
 

第

二
同
の
報
吿
に
於
て
は
、

爆
弾
幷
に
信
管
の
®
造
高
を
增
加
す
る
の
方
法
に
就
て
調
赍

し
、第 

1

、现

在

の
職
工
組
合
が
赵
過
時
間
の
賃
.銀
ゼ
決
定
す
る
場
合
に
、

{1

{
來
高
賃
銀
の
五
削
增
に
制 

限
す
る
規
約

.

.を
綾

.
和
し
、第

ニ
婦
人
に

•
適
す
る
仕
事
に
は

‘相
當

.
の：條

#

の
下
に
®
人
を
し
て
之 

に
當
ら
し
む
る
の

ニ
點
を
必
恶
な
り

i

し
、
第

三
囘
報
吿
に
於
て
は
、勞

.働
者
の

f

t
事
に
關
す
る 

.
區
劃
を

緩

和

す
る

，じ

共

に
、從
來
の
勞
働
潜
の
利
益

.を
傷
け
ざ
る
程
度
，に
於
て
、不
熟
練
夂
は
半 

熟
練

勞
働
*
を

使
傭
す
る
の
ニ
點
を
擧
げ
た

p
^
0
に

第

二
囘
報
舍
に
於
て
，は
、同
盟
罷
業
の
防 

分
に
就
て

攻

究

し
#

穿
&

做
*

取
に
於
け
る
紛

«

の
爲
め

.
に
■生

■

產
上
に
滅
損
を
生
中
る

こ
，

^

 

を

防
遏
す
る
爲
め
、同
盟
罷

.槳
幷
に

-
同
盟
解
傭
は
政
府
の
註
文
.を
受
ぐ
る
仕
事
に
超
る
可
か
ら 

t'

艏
»

發
生
し
て

®

事
*

又
は
其
代
表
者
に
依
て
直
接
に
解

^

せ
&

れ
ざ
る

.V
J

き
に
は
、政
府 

の
任
命
し
た
る
審
判
霜
の
仲
裁
に
付
す
可
き
こ
？
を
主
張
し
た

\

 

'

婦
人
勞
働
の
事
允
る
、開
戰
以
來
政
府
資
本
家
職

H

組
合
の
三
者
間
に
，

於

で
、一
筒
の
繫
领

,

■
 

.

0

た
り
き
。政
府
が
旗
需
品
と
し
て
平
生
ょ
々
特
に
歸

A

勞
働
を
使
役
す
る
被
服
に
就
て
、运
额

婼
十
骀

2

0

七七)

論

.

說

欧

洲

戦

.爭
と
英
國
勞
働
者
の
狀
廳

 

第

八

虢

四 

一'



:
 

館
十
傲

2
〇
七
八)

論

說

：

欧
洲
戰
爭
と
英
陳
赞
侧
潘の
狀
隞，
1
 

:
 

笫
八
雜
：

四
二

の
—

文

を
爲

す
や
、
*

に

婦

人

：に

對

する
.

職

*

を

堦

加

す
.る
を
雖
レ
、其

if
加
の
故
を
以
て
、必
す

し
も

^

子
.の
職
業
を
減
縮
す
，る
に
至
ら
ず
。又
^
子
の

出
征
，
し
た
る

.結
果
、從
事
者
の
不
足
し
れ

る
職
業
例
へ
ば
會

«:
商
會
等
の
書
記
に
婦
人
を
使
役
す
る
こ

v

は
，
.

一

般
：に
行
は
る
、
所
な
る

■

,

が
、此
場
合
に
婦
人
の
勞
働
効
程
の
男
子
に

1

較
し
で
、劣
れ
る

.爲
め
、從
來
ニ
名
の
男
子
の
爲
し

れ
る
仕
敬
を
三
名
の
婦
人
を

以
て
、
當
ら
し
む
る
こ
ど
あ

り
。
_
て

俯
者
は

勞
働
効
程
を
標
準
ビ

し
て
脅
銀
を
決
定
す
る
め
；途
當
な
る
.を

認
め
、
貨
鈒
を
低
下
せ

.し
め
ん

i

す
。一

方
に
職
土
組
■合

. 

，

は
斯
る
賃
銀
低
下
の
勢
が

1

般
.の
風
潮
を
招
致
す
る
に
至
ら
ん
こ

V
J

を
恐
れ
、所
謂

「

同

1

の
仕 

'事
に
對
す
る
同

I

の
支
挪

J

な
る
原
則
に
據
て
、之
に
.反
對
す
る
の
趣
な
し

S

せ
ず
。然
れ
と
も
此 

問
題
れ

.
る
婦
人
の
爲
す
仕
事
ビ
職
エ
組
合
勞
働
者
の
«
す
仕
事
ビ
の
間
に
性
質
上
の
相
違
あ 

ざ
を
以
て
、紐
合
の
反
對
亦
必
ず
し
も
强
烈
な
ら
ざ
る
な
办
。唯
開
戰
以
來
勞
働
者
社
會
の

雜

勢
 

を
見
る
に
、婦
人
が
從
來
熟
線
ビ
腕
力

V
J

を
缺
く
の
故
を
以
て
、排
斥
せ
ら
れ
れ
る
仕
事
に
迎
ぺ 

ら
れ
ん
ビ
す
る
の
傾
向
，あ
る
の

.
一
亊
は
.職
工
組
合
の
認
め
て
、非
な

K

y
ビ
す
る
所
に
し
て

^

®

 

' 

.

.
<委
員
會
が
紐
合
の

^

對
を
餘
か
ん
ビ
す
る
に
意
を
熒
し
.た
る
所

»

な

り

。

,

. 

生

產

委

.員

會

の

報

吿

し

たる：
決
議
を
實
行

す
る

に
ば
、政
府
を

.職
工
組

^

と

の

問

に

：
熟

議

を

®

ね
ざ
る
可
か
ら
す
。即
ち
政
府
は
千

.
九
百

'+
'

五
.
年1

ニ
月

■十

七

日

機

械

エ

、造

船

エ

、製

鐵

製
P

X

、
 

其

他

の

金

屬

ェ

、木

ェ
、
.一

般

勞

働

潜

、運

送

夫

、毛

織

エ

、製

靴

X
の
組
合
代
表
寧
幷

に

職

エ

組

合

對 

議
會
委
員
、職

H

組
合
聯
合
會

.代
表
者
を
召
集
し
、之
に
大
藏
大

Is

ロ
ィ
ド

•
デ
ョ

I

ジ
、商
務
院
總 

裁
ラ
ン
シ
マ
ン
の
兩
氏
參
加
し

T .
、®
需
品
製
遊
高
増
進
の
方
法
に
就
て
審
議
す
る
こ
ビ
、
爲 

6

、ロ
ィ
ド
•デ
ョ

I

.
ジ
氏
は
其
席
上
戰
時
利
益
に
對
す
る
制
限
を
資
本
家
，に
加
ふ
る
一
方
に
'勞 

働
漭
亦
職

H

組
合
規
約
の
緩
和
、仲
裁
々
判
の

承
！
！

を
容
る
可
き
の
意
見
を
提
示
し
、

次
.，

ひ
で
各 

方
而
ょ
り
七
名
の
代
表
奢
を
任
選
し
て
ニ
筒
の
、原
案
を
作
成
せ
し
め

7

ニ
月
十
九
：

z
i

機
械
工
聯 

合
組
合
を
除
き
、他
の
代
表
者
は
總
て
之

-R

賛
成
し
れ
り
。所
謂
大
藏
潘
會
議

(
T
r
e
a
s
u
r
y

 

c
o
n
f
e
r
e
n
c
e
s
)

 

と
獬
せ
ら
る
、
も

‘の
は
、即

ち

是

：れ
に
，し

て

其
.
原

案

の
®

,

®
左
-の

如

し

。

(

ご

戦

#

中

軍
ft

品

製

造

業

を

始

：め
、戰

爭

の
.進
：行

に

必

要

な

る

事

業

：に

於

て

は

、仕

事

を 

停

廢

せ

中

賃

銀

其
#

勞

，働

條

件rc
li

す

る

擊
«■

に

し

て

、
戰

淨に

m

き
て
起
れ
る
も
の
は
第 

一J

項
に
據

6

、仕

事

を

停

廢

せ

ず

し

，て

處

_

す

可

ぐ

戰

爭

に

基
'か
ざ

.
る
も
の
は
戰
淨
中
仕
事 

停
廢
の

.原
因
.と

f

一
る
を
得
ず

9

.

.

.

.

.

 

” 

"

ご
\
 

, . 

•

,(

ニ)

.爭
議
懈

.決
に
就
て
現
に
行
は
る
、
約
定
又

.
は

方

；法
ー
に
挺
ひ
>
純

，然

：た

る

箇

人

的

'又
は

第

十

叙

(

.
|〇
七
九)

論
說
欧
洲
戦
爭
と
莢
國
勞
働
港
の
狀
態 

第

べ

诚

四

三



第
十
^

2

O

A

Q

V論
，
.

it

歐
洲
戦
淨
と
英
原
勢
-倒
港
の
狀
態..
 

贫
八
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'
.四
.四
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.

地

方

的

性■
質

(?
)

.

«

議

は

相
S

の
.
協
一
®

を

經

る
-
に
非
ざ

V
れ
邊
、傾
#:
: 
^

對
す
る
.抗
議
の
問
題
ギ 

す
な

'

^

得
ず
、賃
銀
，其

' 
他
勞
働
條
件
に
關
す
る
一
般
的
性
質
の

#

議
に
し
て
、戰

#

に
a

く
も 

の
.
は
、雨
當
棗
考
の
會

«

の
問
题
れ
る
可
し
。

 

： 

.

雨
當
事
潸
又
は
其
代
表
潜
の
直
接
の
會
■
，に
據

\

又
は
現
行

.
約
定
に
據
て

0

II

を
解
決 

す
る
を
得
ざ
な

V
J

ぎ
.
は
#

議
の
事
項
を

(

a )

生
齑
委
員

t-
b

一
當
：事

者

の

锒

定

し

た

る

、又

は

商 

務
院
の
任
命
し
た
る
仲
裁
者
、

(

C)

傭
者

i

被
傭
著

V
J

同
數
を
以
で

.
代
表

.せ
ら
る
、
仲
裁
周
の 

孰
.れ
か
一
に

’
提
示
し
て
決
定
を
仰
ぐ
可
く
、此

.
點
に
就
_て
赏
事

*
_
,の
«
見
一
致
せ
ざ
る
ヾ
し

&
 

は
商
務
院
の

.
泱
定
を
仰
ぐ
可
し
。

(

三
}

政
府
は
政
麻
の
_
文
に
依
て
生
塍
に
從
事
す
る
勞
働

*

の
«]

體
を
代
表
す
る
諮
間 

委
M

を
任
命
し
、政
府
又
は
勞
働
者
の
提
議
を
實
行
す
る
の
便

®

を
謀

&

し
む
可
し
。

.

(

四)

第
五
項
に
擧
げ
た
る
諸
權
の
條
件
が

®

.
需
品
製
造
に
關
す
る
總
て
.の
契
約
に
適
用 

せ
ら
る
、
こ

と

を
政
府
に
於
て
承
認
す

る

と

.

き
は
、勞
働
漭
は
職
エ
組
合

-0

制
限
的
條
件
を 

緩
和
し
、各
報
合
に
向

.つ
て
、
*

需
品
の
產
出
を
速
成
す
る
に
必
婆
な
る
、變
觅
を
勞
働
條
件
幷

I

t
 

に
習
慣
に
加
ふ
る
こ
ビ
を
餹
せ
ざ
る
可

-'
L

pi?5

5:* 

• 

. 

- 

■ 

'
'

ノ.

(

五)

第
四
®
の
提
議
は
政
府
が
軍
需
品
製
造
に
從
ぅ
請
負
業
考
に
左
の
條
件
を
課
す
る 

ム
多
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ら
る
、
こ
ビ

.
b)

戰
時
に
，行
は
れ

*

る
惯
例
の
變

1

は
，戰
後
曩
に
#
在
し 

れ
.
る
規
則
習
惯
を
復
舊
維
持
す

.
る
に
就
て
、勞
働
者
芡
は
.職
工
駔
八
ロ
の
埤
位
に
何 

を
及
ぼ
さ
ぃ
る
こ

V
J、
C)

戰
後
勞
働

*

の
地
位
に
異
動
の
行
は
る
、
場
合
に
は

、
_

業
し
'其
後

兵
役

に
服
せ
る

潜

又
は
現
に
就
業
中
の
遨

に
優
先
の
待
遇
を

與

ふ
^

#
巾
半
熟
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熟
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懷
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騰
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れ
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ら
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潘
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す
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